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1.はじめに

2.概要(現況状況)

本工事は、市振地区において、波浪等による護岸の侵食対策として消波ブロックの製作・運
搬･据付を行い、海岸護岸を防護する工事である。

図－１

 今回使用する消波ブロックは、テトラネオ12t型を採用した。このブロックの特徴は、従来のテ
トラポットをベースに改良したブロックで、脚先端に突起があることにより、安定性が向上し、脚
付根部分の断面積を増すことで高い構造強度が確保され、60%という高い空隙率の実現によ
り、据付個数を少なくできるという優れたブロックである。
但し、製作時においては従来のテトラポットに比べ、突起があることによる空気あばたや沈降
クラックが入りやすく、また、日本海に据付を行うため越冬時には強烈な波浪の影響を受ける
ことが懸念され、品質向上に努める必要があった。(図－１）
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3.方法

(1)脚頂部の仕上げの工夫
 消波ブロック(テトラネオ12t型)製作において､構造上、脚頂部にコンクリートのノロがたまりや
すい。(図-2)
それが原因で、脚斜面部にヘアークラックの発生及び強度不足が、問題になった。
従来は、蓋枠をセットし、天端まで打設完了後、タイミングを見て蓋枠を外しノロ出しを行い仕
上げを行っていたが、蓋枠をコンパネで作成しノロが出るように蓋に隙間を作ることで、ノロが
打設と同時に排出されるよう工夫した。結果として、ノロが出る事で目視確認により健全なコン
クリートかどうか確認できた。また、コンクリートの硬化具合も確認でき、仕上げの失敗も無く施
工することが出来た。
ゴム板を張ることで雨水の浸入も防ぐことができ、コンクリートの踏み込みを行うことで、沈降ク
ラックを防止した。（写真 - 1～4）
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(2)締固め方法の工夫
本工事の消波ブロック製作においてジャンカが多く発生しやすいブロック脚部の品質向上が課
題で有り、入念な締め固めを施す必要があった。方法としてバイブレータにフロートを取り付け
施工をした。従来方法では生コンが増していくと同時にバイブレータが沈みその都度引き上げ
再度投入する繰り返しのやり方であるがフロートを取り付けたことにより生コンが増してくると同時
に一緒に浮いてくるため、バイブレータの出し入れが減りバイブレータが脚部に残るため密実な
締め固めを施すことができた。
結果としてジャンカの無い良好な出来映えとなり且つ、バイブレータの出し入れが減ることで作
業の負担軽減にも繋がった。
(写真 - 5～9)
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(3)出来映え管理の工夫

4．考察及びまとめ
 今回、消波ﾌﾞﾛｯｸ製作において品質確保、出来映えの向上を目標にし、計画・施工を行ってき
ました。
満足できる出来映えだったと思います。今後も、品質向上を目標に努力していきたい。

図-2　外観検査表 図-3　ｺﾝｸﾘｰﾄ打設日報

写真-10　施工会議

 異形ブロック製作において、出来映えの良いブロックを作るため検討するにあたり、社内で
施工会議を開催した。
作業員全員で手順・問題点等を検討し具体的な手順書を作成し、作業を行った。 (写真-10)
施工中の出来映え確認として、今回独自の外観自主検査表を作成し合否判定基準を設け
て、脱枠後毎に職長と検査を行い、結果を基に作業員全員に周知し、出来映え向上に努め
た。（写真-11、図－2)
　次に良い物を作る上で、生コンクリートの品質によって左右される為、品質管理を徹底し
た。ブロック製作の大半は冬期施工であるが練り混ぜが終わった時の状態に出来るだけ近い
状態で打設する事が肝要であることから、独自のコンクリート打設日報を作成し、生コン1台ず
つの打設時間を記録し、品質向上に努めた。(図-3）

写真-11　職長検査

写真-12　周知検討会


